
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 0 18,342,000 14,478,328 22,222,000

事業費

の内訳

令和3年度決算

決算額：１４，４７８，３２８千円（内訳は以下のとおり）
①検査：９，５２０，２４３千円、②検体搬送、自己検体採取：１０１，７７１千円、③患者等移送：２，１
７９，１１０千円、④クラスター早期介入体制整備：７０，０６７千円、⑤自宅療養対応等：２，４２０，０
６３千円、★機動的対応分：１８７，０７４千円

令和4年度予算

予算額：２２，２２２，０００千円（内訳は以下のとおり）
①検査：８，８１８，０００千円、②検体搬送、自己検体採取：９０，０００千円、③患者等移送：２，１９
６，０００千円、④クラスター早期介入体制整備：６２，３９２千円、⑤自宅療養対応等：８，５０１，７９
５千円、⑥陽性者登録センター：５３，８１３千円、★機動的対応分：２，５００，０００千円

人工 0.0 0.0 0.0 0.0

人件費 0 0 0 0

事業費 0 18,342,000 14,478,328 22,222,000

うち特定財源 0 11,273,323 7,978,901 16,993,608

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

他都市の状況

新型コロナウイルス感染症は世界的に発生しており、他都市においても、法令等に基づき検査、患者移送等を実
施している。

実施結果

主な実施結果
・検査（診断：７１８、５８５件、変異株：８、４０１件、ゲノム解析：１，５５６件、スクリーニング：２３、９０７件）
・患者移送（２５、０４６人）
・クラスター早期介入体制整備（３、３９８施設（延べ））
・自宅療養対応（自宅療養セットの配送：７１、５３１人、パルスオキシメータの配送：４０、４６０人）

事業実施における
工夫点

市民生活を守るため国の方針や感染状況に応じて適切に実施する

対象者 市民 開始 令和3 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

当該事業を実施することで、新型コロナウイルス感染症の発生防止及び発生時の迅速な収束を目指す。

長期

当該事業を実施することで、長期的な観点から、新型コロナウイルス感染症の発生及びまん延の減少を目指し、
市民の健康を維持する。

取組内容

新型コロナウイルス感染症に対応するため、以下事業を実施する。
①検査、②検体搬送、自己検体採取、③患者等移送、④クラスター早期介入体制整備、⑤自宅療養対応等
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ○ B ○ C ● 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
市民生活を守るため必要な事業である

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

国の方針や感染状況を踏まえ、適宜、各種事業の見直しを図る

予算
現時点では、令和５年度の国の方針が明確に示されていないため、
方向性等は不透明。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

国の方針や感染状況を踏まえ、適宜、各種事業の見直しを図る

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

事業の実施については、外部委託化等を進めるなど効率化を図っている。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

市民生活を守るため確実かつ迅速な事業実施に努めている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

新型コロナウイルス感染症に対応するため、当該事業において、検査、検体搬送、患者移送、自
宅療養などの各種事業をすることは、市民の生命、安全を守るために必要不可欠である。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

新型コロナウイルス感染症対応業務は、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律等に基づき実施しており、事業の規模や水準は他都市と比較しても妥当である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 新型コロナウイルス感染症対策事業のため指標設定になじまない

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 新型コロナウイルス感染症対策事業のため指標設定になじまない

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


